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三豊市環境基本計画を策定しました

望ましい環境像「水と緑を大切にする豊かな田園都市 みとよ」

　環境基本計画とは、「環境基本法」の規定に基づき“環境の保全に関する基本的な事項を定める計画”のことです。

　市では、「環境基本法」や「三豊市環境基本条例」に基づき、地域環境はもとより地球環境保全をも視野に入れた環境

施策を総合的かつ計画的に推進するため「三豊市環境基本計画」を策定しました。

　三豊市の自然豊かな地域の環境と、かけがえのない美しい地球を将来にわたって守り、はぐくみ、引き継いでいくた

めに、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　三豊市環境基本計画では、望ましい環境像の実現に向けて、これまでの生活様式を見直し、日常生活を環境へ配慮し

たものへと変えていくための指針（環境配慮指針）を定めています。

日常生活では、電気・ガス・灯油などのエネルギーや水の使用について、さまざまな環境配

慮が求められます。

・電化製品、ＯＡ機器などのスイッチはこまめに切る。

・冷房は２８℃以上、暖房は２０℃以下にする。

・風呂は続けて入るようにして、追いだきはしない。

・食器を洗うときは、お湯の温度を上げすぎない。

・食器洗いや歯磨き、洗車などの際には、水をこまめに止める。

・節水コマなどにより、水使用量を削減する。

・風呂の残り湯は洗濯水や打ち水などに利用する。

　望ましい環境像の中に用いられている「水」からは、海、川、ため池などが連想され、「緑」からは、田畑、里

山、森林、瀬戸の島々などが連想されます。「水と緑」は、美しい田園のイメージであると同時に、水と緑の惑星

である地球のイメージでもあります。この「水と緑」を、市民・民間団体・事業者・行政がそれぞれの立場から

「大切にする」とともに、協力しながら積極的に行動し、環境と経済が好循環する「豊かな田園都市」の実現を

目指します。

家庭での
配慮指針

車を使用する際には、マイカー使用の自粛やアイドリングストップ等エコドライブに努め

ましょう。

車使用時の
配慮指針

電 気

水

ガ ス
・
灯 油

・アイドリングストップ等エコドライブに努める。

・タイヤの空気圧など自動車の整備・点検をこまめに行う。

・近距離に出かけるときは、できるだけ徒歩や自転車を利用する。
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地球温暖化を防ぐため、私たちの生活を見直し二酸化炭素の排出を減らしましょう。

できるものから始め、できた項目にはチェックを入れて満点を目指しましょう。

カーテンを利用して太陽光の入射を調整したり、クールビズやウォームビズを

取り入れましょう。

家庭でできる
取組み１０項目

・ごみは分別する。

・野外焼却はしない。

・古新聞、段ボール、牛乳パックなどは、資源回収に出す。

・ペットのふんは飼い主がきちんと始末し、たばこや空き缶などのポイ捨てをしない。

・マイバッグやふろしきなどを持参し、レジ袋を削減する。

ごみの処理・買物
時の配慮指針

（注）節減量は条件によって異なります。また、節約金額は１００円未満を四捨五入した概数です。

節減量／世帯／年

取　組　内　容

冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く設定する

通勤や買い物の際にバスや鉄道、自転車を利用しましょう。

週２日往復８kmの車の運転をやめる

駐車や長時間停車する時は、車のエンジンを切りましょう。

１日５分のアイドリングストップを行なう

主電源を切りましょう。長時間使わない時は、コンセントを抜きましょう。

待機電力を５０%削減する

体を洗っている間は、お湯を止めましょう。

シャワーを１日１分家族全員が減らす

市販のポンプを使うなど、残り湯を利用しましょう。

風呂の残り湯を洗濯や水やりに使う

ごはんは電子レンジで温め直し、電力の消費を少なくしましょう。

ポットや炊飯器の保温を止める

家族が同じ部屋で過ごすなど、暖房や照明の消費を減らしましょう。

家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用を２割減らす

マイバックを持ち歩き、レジ袋を減らしましょう。

マイバックを持ち歩き、簡易包装の野菜を選ぶ

見たい番組だけを選んでみる習慣をつけましょう。

テレビ番組を選び、１日１時間テレビの利用を減らす

チェック （円）

合　　　　　　計

問い合わせ　環境衛生課　☎７３－３００７

▲

資料：全国地球温暖化防止活動推進センター


